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1981年ヒマラヤ登山学校隊員募集 :

HAJで は 1人でも多くの意欲ある登山者にヒ

マラヤ遠征の機会をと、 1977年以来四度にわた

って延べ 90名近い会員をヒマラヤ登山学校隊と

して派遣してきました。このヒマラヤ登山学校は

確かな技術と経験を有する指導者 (イ ンストラク

ター)の統活のもとに、安全確実を第一にできる

だけ多くの隊員が頂上に立つことを目標として実

施するものです。

国内における企画・研究・準備実務からはじま

り、登山現場での高所登山技術の修得、帰国後の

総括・報告までの遠征のすべての過程に隊員が参

画して行なうことをモットーにしており、単なる

パック登山とは全く異なっています。

81年度は、ガルワールヒマラヤの名峰ナンダ

・ カート(6,61l m)に て実施する予定でおりま

す。ふるって御参加下さい。

実施 要項

目 的 ①ナング●カート(6,61l m)登 頂

時  期

② ヒマラヤ登山の基礎修得

1981年 9月 13日 ～ 10月 12日

29日 間 (BC以上の登山期間 15日 )

69万円

20名 (申 込順 )

イ ンス トラクター 4名 (ド クター含む )

1980年 12月 末までに下記宛申込むこ

と (資料を送 ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506 日本 ヒマラヤ協会

申込み

負担金

定 員

二。′),今 |||1隊 |′ )方k行
「 続は、(株)|'t蘭 ,旅

`「

が|lt｀
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杉 本 忠 男

久 し振 りの晴天がおとずれ、我々はいよいよアタックに出かけた。ガスが切れると、逆光を浴びて黄

金色に輝 くアッパー・ ヤズギルの大雪原……… ,そ の上にどっしりとかまえたユクシン・ ガルダン・ サ

ール (7530m)も 姿を現わ した。

ts7=A No1oa
小 野 木  二  郎

4. ヒマラヤニュース<地域・ トピックス・インフォメーション・新刊>
8. カラ コル ム ビッグ ク ライ ミ ング

16. 匡 I藝ヨ 遠 征 学 入 門⑬ 清  水 澄

18. ヒマラヤ閑話0花を求めて (4) 水  野    勉

20. 痣蟷餞隕赳  トレッキングで登れる山②<アイランドピーク> 岳人 長 井

― ナンダ 0カ ー ト (661l m)一  許
′■ヨ
11〒テ

′
/

表 紙 の 言 葉

ヒマ ラヤ放談|



連載 《20》

ヒマ ラヤ 放 談

近年 ヒマラヤには多くの人々が訪れ、多くの話

題を提供 している。 したが って、 ヒマラヤヘのア

プローチは、単なる登山家のみのものではなくな

っている。今月は趣向を変えて、御岳の値生をラ

イフワークとし、広くアジアを歩き、ヒマラヤに

も足跡を印 した小野木二郎氏に御岳からしマラヤ

までの自然を中心に、自然の大切 さをお伺い した。

岐 阜 県博物館主任学芸員

小野本 二郎

●植生調査は金と時間と根気

一
御岳の植生に興味をお持ちのようですが。

小野木 御岳の岐阜県側、特に秋神川流域の植生

に興味を持って調べていましたが、現在は、岐阜

県の植物全体に広げています。一―御岳の長野県側

は、木曽教育学会が、すでに「御岳の自然研究」

という立派な本を、昭和 37年頃に出しています

ね。

一
いつ頃から御岳に入られたのですか。

小野木 もともとのきっかけは、卒業研究で入っ

たのです。昭和 36年頃ですか。テーマは、一番北

の尾根 (継子尾根 )地元では富士山に似ているか

ら日和田富土ともいっていますが、その斜面に沿

った植生の様子を調べる、これが中心でした。一

金もかかるので大変でしたが、秋神温泉の主人の

理解があったので調査が出来たようなものです。

一
どういう方法で調べるのですか、植生とい

うに)|ま 。

小野木 植生というのは、植物の集団を一つの社

会と見て、一定の面積で植物の勢力を調べるので

す。大森林などで、例えば赤松林の場合ですと、

1/では赤松がないかもしれませんね。そこで範

囲をひろげて、ある程度の種類数が揃うのを最小

面積とします。したがって、高い本は 't赤松 "低

い木は
t'そ

よご "と か、多くの tt草 "があるのを

条件とします。経験的にいうと、
ttす

すき "な ど

の原っぱだと1/、 森林は 100/でだいたい出揃

います。その中で密度、種類等を調べ、どういう

タイプの植物がどういう環境の中において生植し

ているのか、叉どう変化したかを調べるのが植生

調査です。

一
秋神川の流域 (尾根は継子尾根 )を調査す

るためには、いくつ位のポイントが必要ですか。

小野木 高さによる垂直分布の典型だから、高山

帯、亜高山帯、低山帯の大きく3つ、その中で、

又細かく、例えば、ハイマツ帯、高山草原帯とい

ったように調べていくのです。

一
大変時間がかかりますね。

小野木 そうですね、金と時間と根気ですね。

一
御岳の特徴ある植生というのは……。

小野木 そうですね、御岳の場合、ちょうど日本

の中央部にありますから、日本海側の雲の多い地

方の植物と、太平洋側の植物が、ミックスしてい

るのが特徴といえば特徴ですね。植物の社会から

みた分布で、一つ一つの物を見ていくと、例えば、

高山植物の場合、乗鞍にあっても御岳にないとか、

御岳にあっても自山にないといったように、個々

- 1 -



による特別なものもあります。コマクサやチシマ

ギキョウは、乗鞍・御岳にありますが自山にはな

いですね。御岳に多いのは、セリバシオガマです

ね。本州中部の山岳地帯のみにある日本独特の高

山植物ですが、乗鞍にはないのですよ。このよう

に一つ一つの限られた植物の分布もおもしろいで

すね。そう、特にオバサ草は、1属 1種の、御岳

周辺のみにある、日本固有の植物もあります。こ

れは世界中でここだけです。かと思うとヒマヤラ

にもある共通の植物もある。シダレオモトなどが

そうですね。このように植物は、教科書的に垂直

分布するものもあれば、ヒマラヤと結びついたり、

シベリアと結びついたり千差万別で調べていると

次から次へと興味がわきますね。

一
高山植物に特に興味があるのですか。

小野木 そういうわけでもないが、興味あるのは

岐阜県の植物の社会全体ですね。そうだから、あ

ちらこちらといろいろ歩くわけですね。御岳には

年に5回位行きますよ。

一
御岳が有史以来始めて噴火しましたが、植

生的な影響か何かありますか。

小野木 そうですね。考え方によっては、すばら

しい研究材料ですよ。植物の社会から見た場合、

岐阜県側は影響はありませんが、長野県側の山頂

部分、特にハイマツ帯は全滅ですからね。これが

今後どう変化、回復してくるかということは、ス

ケールの大きい実験材料ですね。ただ、金とひま

がいりますが。自然界の出来事は実験出来ないで

すから。桜島の場合は、いつの溶岩かわかってい

ますから調べていますが、御岳の場合は、これか

らスタートし、継続すればすばらしいことですよ。

営林署が少し手をつけていますが。噴火した時は、

家内と一升飲みましたよ。我々にとっては、大自

然のスケールの大きい ドラマですからね (笑 )。

● オ リジナ ル な 自然 の少 ない しマ ラヤ

ー
今年一緒にヒマラヤヘ行きましたが、外国

の自然なんかどうですか。

小野木 自然ですか。いろいろの国の植物も見た

いと思うと同時に、人と自然のかかわりも見たい

と思います。特に高山植物もみたいから山登 りも

します。私の場合
tt登

山 "と いわないで、単に颯
山

登 り"と いいます。登山は精神活動の一端ですね、

登るだけならビルを登ればいいですよ。そこに何

らかの学習が必要だと思います。特に自然対人間

といったような。それらを見ていると、生きてい

る物に関心が移ります。生命の素は植物ですから。

つきつめれば、最も身近なものは人対自然ですね。

だから、世界の人対自然を見たいと思います。だ

から僕は、ヒマラヤヘ行っても山登 りですよ。登

山家は、登山家の生き方でいいし、僕は僕の生き

方でいいと思います。 ヒマラヤ協会も、多方面か

らのアプローチで力を発輝すべきでしょうね。

一
 自然保護の観点から。

小野木 悪いのは、企業、行政ではなくて、最終

は個人ですね。一人一人の認識を高めるために自

然教室など開き、正しい自然観を育てる教育が必

要だと思います。私は、インドやヒマラヤヘ行っ

て、その国の自然に対する考え方を勉強してくる

のです。

一
小野木式自然観の哲学は。

小野木 日本の場合、自然観察という学問は、明

治時代に移入した、ナチュラル・ ヒストリーです

ね。これを当時 "博物学 "と 訳し、動植物の姿・

形を詳細に記録したようでした。現代風の暗記的

な学問だったのですが、僕はストレー トに自然史

といっていますよ。地域の動植物の種類や姿・形、

これらの歴史的背景、等をひっくるめて現在の人

間とのかかわり、又将来におけるあり方を考える

のが、正しいナチュラル ●ヒストリーだと思って

います。人間の生活は、全てが自然を背景にして

成り立っているのです。自然を学び、自然を活用

したチエが、代 受々け継がれてきているのです。

やはり、自然理解が根本ですね。ネパールに便所

がないのは、ネパールの自然的要因が必要としなか

ったのですね。日本は、湿気が多いから昔からあ

ったのです。だから、高度な文化とか低い文化と

いったように、いちがいに、いえないですね。や

はり、その背景が大切ですから。

一
 ヒマラヤの自然は、大自然ですか。

小野木 今回いって、一番びっくりしたのはヒマ

ラヤ自体、大原始林の聖域、未開のオリジナルな

ものと思っていましたが、限度ぎりぎりまで人間

が活用 しているのには、ほんとうにび っくりしま
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した。そうですね。 ゴンペダングの一番高い所の

部落は 2,800mですし、夏は 4,500m付近まで活

用していますからね。まだ御岳の方が自然が残っ

ていますよ(笑 )。 ヒマラヤは高山植物の世界でも

牛の影響を受けていますね。これにはおどろいた

です よ。むしろ、ヒマラヤの方がオリジナルな原

始は破壊されていますね。逆にいうと、そこまで

しなければ、人間の生活が成りたたないというこ

とですよ。

一
日本的にいえば自然破壊ですね(笑 )。

小野木 生産性が低いからやむを得ないですね。

一
 ヒマラヤからみれは、日本の方がまだオリ

ジナルな自然が残っていますね。

小野木 それはやむを得ないですね。人の生活が

あるのですから、工業で成 り立つ日本と、農業、

特に原始農業で成 り立つ国のちがいですね。

一
話は叉もどりますが、今の子供達は、あま

り自然に接していないように思いますが。

小野木 そうです、今の子供達は、自然に接して

いないから、自然からの感動がないですね。 1年

に 1度 もヘビやカエルを見ない子供もいるくらい

ですから。親がこの現実をよく認識しなくてはい

けないですね。だから四季おりおり外へ出ること

ですよ。山へ登ることですよ。前向きにやらなけ

ればいけませんよ、未知なことをやる冒険が必要

ですね。日本には、こういった指導者が少なく、

自然教室といっても、現在の中味は、団体行動訓

練みたいですね。ヒマラヤ協会にはこういった人

材が多いと思いますが。山の麓の子供が、山に登

らない時代ですから。

一
一番いいたいことは。

小野木 せっかく山に登るのだから、単に登って

頂上に行 くのではなく、舞台を大いに活用すべき

ですね。御岳の場合ですが、夜 10時頃登って、

日の出を見て、すぐに下に降りてしまうのが大半

ですね。しかも、叉下で一泊するのですよ。そう

ならば、日の出を見て、もっとゆっくり下ればい

いのですよ。下に 3時頃着けば良いのだから。お

金を使ってくるのだから、もったいないですよ。

まわ りに知的学習が出来る場があるのだから。親

子で楽しむべきですよ。皆がもっと身のまわりの

自然を大切にすべきですよ。

―
自然を大切にするという問題意識は大変む

ずかしいと思いますが。

小野木 そうですね。極端にいえば、自分達の生

活をよりよくするためです。生命の源ですよ。雑

草、雑草といいますが、これがあるから、人間は

生きていけるのです。セイダカアワ牲チ草は、悪

者のようにいわれますが、酸素をずいぶん出すの

ですよ。植物が発生して酸素を出すようになった

から、酸素を消費する動物が生まれたのです。各

務原市や岐阜市は、人が多くて、酸素の発生量が

少ないから、皆、窒息して死んでしまいますよ(笑)。

たまたま空気は循環しているから助かっていますが。

一
 ヒマラヤや熱帯のジャングルは、世界の人

人にとって、かけがえのない大自然ですね。

小野木 その通りですよ。だから、日本の企業が

南方へ行って平気で木を切っていますが、ここの

所を大切に考えないといけませんよ。一番酸素を

出すのは、ヒマラヤまで続いている照葉樹林帯で

すよ。だから、自然を大切にしなければいけませ

んよ。一端、破壊された自然を回復するには天文

学的なお金が必要ですからね。

一
 ヒマラヤの話を中心に話を伺おうと思って

いましたが、自然観、自然保護が話題の中心にな

ってしまいました。最後に再度
ttヒ マラヤ "に行

くとしたら、目的は何ですか。

小野木 そうですね。ゴンベダ/ダの尾根の植生

調査がしたいですね。カトマンズにも近いし、誰

も手をつけていませんから、特に、ラリグラスを

中心に。今回は、予備的なものでしたから。

一
どうもありがとうございました。

(イ ンタビュー構成 :岩水竜峰 )

カンチェンジュンガ遠 征 隊募 金 に つ い て

■981年 HAJが 主催するカンチェンジュンガ

遠征隊は、8,500m三 山を縦走するという空前絶

後の計画です。HAJ会 員一人一人の皆様のご協

力を是非お願い申し上げます。

≪ 募 金 要 領 ≫

。金額 1日  1万円

。払込 日本ヒマラヤ協会 (カ ンチ )

-3-
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≪ 中  国 ≫

代表団から得た最新情報

中国登山友好代表 団は 9月 4日 、日本山岳協会

主催で行なわれた登山懇談会の席上、質問に答 え

て以下のことを明らかにした。

(1)解禁峰の申請状況 (いづれも春、秋 シーズン )

●チ ョモランマ(8848m)  85年 まで

●シシャパ /マ (8,012m)   83 ″

●コングール (7,719m)   82 ″

・ コングールチュベ (7,579m)82 ″

・ ミニャコンカ (7,590m)   82 ″

●ムスターグアタ(7,546m) 82 ″

●アムネマチ /(6,282m)  81 ″

・ ボググ (5,545m)     82 ′′

・ チ ャンツェ(7,553m)
●モラムチ ュ(7,661m,シ シャパ ンマ西峰 )

(2)解禁峰 2座増える./

史占春氏があきらかに したところによれは
｀
、中

国側 としては、次の 2峰 も解放 している。

a. チャンツェ(7,553m)チ ョモランマのノー

スコルの北に聟える未踏峰。

b.モ ラムチュ(7,661m)シシャパ ンマの西峰

で未踏峰。

(3)新解禁峰の見とお し

四川省、新彊省、青海省の山を中心に徐々に解

放する模様。なお、チベ ットについては多くの外

国チームを入れることは困難な模様。

(4)解禁峰のシーズンについて

春、秋に限 らず申請するシーズ ンは申請者側の

自由である。

(5)同一隊に同 シーズ ン2峰は許可 しない。 
・

同一隊が同シーズンに複数のルー トから登山す

ることは許可されるが、同一隊が同一シーズンに

2峰の登山を申請しても許可されない。

(6)未解禁峰への申請

現在開放されていない峰への申請書は一応受理

するが、受理 したからと言っても開放す ることと

は別問題である。       (文 責 :山森 )

≪ パキスタン >
◎ カラコルム●ハイウェー(KKH)の 通行が

昨年から外国人にも認められる様になった為、ヒ

スパー山群やバツーラ東部の山々も容易に近づけ

る様になった。登山隊の場合はトラックや ミニ・

バスをチャーターしギルギットやフンザ方面へ入

っている(今年は トラック1台 3,000～ 3,500Rs、

ミニ・バス1,500～ 2,000Rs)。 しかし小人数だっ

たり荷物が少なければチャーターの必要はないだ

ろう。ラワール ●ピンディからギルギットで乗り

継ぎ、フンザまで定期バス(要予約 )が運行され

ているのだ。ラワール ●ピンディを毎朝 4時に出

発してギルギ ットには夜 7～ 8時頃に着く。運賃

は 46 Rsと の事。 トレッキング程度の荷物ならバ

スの屋根に乗せてもらえる(少 し多いと別料金を

請求される事もある )。 ギルギットからフンザヘ

も 1日 数便定期バスがあり、所要時間約 4時間、

料金は12 Rs位 だったと思う。フンザ～ナガール

間にはジープとトラクターのみが不定期に走って

お り、チャーターした場合の料金はガーバメント

●レートでそれぞれ 1台 120 Rsと 300Rs。

◎ 本年 7月 頃より、パキスタン政府はツーリス

トに対するビザの発給を、従来の 3ケ 月間から1

ケ月間に突如短縮した。加えてKKHの 通行許可

もツーリストには一般に 8日 間しか発給しなくな

った。これでは トレッキング・ パー ミションなし

にギルギット方面へ入域するパーティは、ほとん

ど氷河すら踏めずに帰らなければならない。もし

日数をかけてフンザ以奥へ入ろうとするなら、必

然的に トレッキング0パ ーミッション(許可され

ればビザは3ケ 月まで延長可能 )を取得せざるを

得なくなったわけだ。

◎ 従来 トレッキングには リエゾン・ オフィサー

の同伴が義務づけられていた。だが今年からリエ

ゾンの替わりに政府登録のマウンテン●ガイドを

雇用すれば良くなった。今まで リエゾンとの トラ

ブルが大きな問題とされていただけに、この面で

は大部やりやす くなったと言えるだろう。
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『 ヒマラヤ』合本を製作

前号で「 ヒマラヤ」の合本製作をお知らせ しま

したが 、前回製本の うち41号～ 60号の分が若干

数残 っていますので希望される方は事務局まで申

込んで下さい。価格は 8,000円 です。

『 リック・リッジウェイ氏』来日する

「 ちょっとエベレストまで」の著書が話題にな

っているアメリカのK2無酸素登頂者の リック・

リッジウェイ氏 が今秋の中国登山に向う途中来日し、

東京 0池袋のUSト レー ドセィターにて歓迎会が

行われた。会場では、 1978年に行われたK2の
スライ ドが行われ、叉同時に来日した、シュイナ

ード氏の 1968年 フィッツロイ登はんの模様が 16

囲で紹介された。

『 M・ S・ コーリー氏』9.8来 日する

イアド登山財団 (10MOF)副総裁のMOSeコ ーリ

ー氏が来日し、歓迎会に稲田専務理事が出席し懇

談した。叉、9日 は角田編集長の案内で東京のシ

ヨンピングを楽しんだ。 10日離日。

ネ パー ル 語 を教 え ます

日本語を勉強するため来日中のネパール青年、

R● シュレスタ君が、ネパール語を教えることを

希望しています。同君は東京に在住中ですので近

辺の方で興味のある方は下記へお問い合わせ下さ

い。尚、本人は日本語の日常会話に不自由しませ

ん。

晴崚の白き尾根 一 DHAULACIRI・ I-1978

1978年 ダウラギリI峰の南東稜から登頂に成

功した群馬岳連隊による公式報告書。 B5版 305

IMALAYA NEWS■■

頁。カラー12頁

東京定例集会 -10.30

10月 の東京定例集会は、本年の登山学校の隊

員を囲み、聖なる河ガンジスの源流ガンゴトリ周

辺の自然と人について話し合いをする予定です。

ふるって御参加下さい。

◇ 10月 30日 (木)午後 6時 30分より

◇HAJルーム

海外登山研究会 (都岳連 )

東京都山岳連盟では下記のとおり恒例の海外登

山研究会を開催します。

≪期日≫ 10月 25日 (土)～ 26日 (日 )

≪場所≫オリンピック青少年センター 渋谷区代

々木神園町 3-l TEL 03-467-7201

(小 田急線参宮橋下車 徒歩 5分 )

≪費用≫一泊三食資料代込み 5,000円

≪内容≫中国登山の現状と申請手続

。講師 京都山岳会 遠藤京子氏他

トレッキングで登れる山の諸問題

登山報告

ネパール :ラ ムジュンヒマール

パキスタン :ジ ュトマクサール

インド:ケ ダルナー トドーム

講演 一 中国の山々

講師 :水野 勉 氏

夫婦 で ネ パール の 高 峰へ
!

HAJで は複数の夫婦パーティによる ヒマラギ

登山をネパールの高峰で行 うべく準備を進めてお

ります。時期は 1983年 プレモソスーン。興味の

ある方は下記までご連絡下さい。
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■■HIMALAYA NEWS

①望月達夫、「折 の々山」、者渓堂、 198007、

337p、  1,200円。

②金子民雄、「ヘンデン伝一 偉大なるシルクロ

ードの探検者 一 」、新人物往米社、 198009、

270p十写真十スケッチ、1,500円、(新装版 )。

③樋口隆康、「バーミヤーンの石窟」、同朋舎、

19800  、 246p、  6,000 FI]。

④矢野道雄・編、「インド天文学・数学集」、朝

日出版社、 19800 、

⑤森 豊、「 シルクロードの象」、六興出版、

198008、 226p、 1,600「Ъ

⑥園田一亀・ 著/荒川秀俊 0解題、 唯 輯漂流記

の研究」、原書房、198008、 4p+9p+328p+
10p、 3,600円 、(「 ユーラシア叢書」 34、 復

刻版 )。

④山田憲太郎、「香薬東西」、法政大学出版局、

198009、 252p+vl、  1,600円。

①吉沢一郎、「山ヘー わが登高行 一 」、文藝

春秋、 198008、 326p、 1,600 FL

⑨刈安武・ 編選、「印度現代文学研究 一 印地語

文学 一 」、北京、中国社会科学出版社、1980

03、 363p、 1.10元 =660円、(中国語版、初版

11,000部 、現代ヒンディー語文学概説書(ヒ ンデ

ィー語 )の翻訳 )。

⑩吉沢一郎・ 河西俊郎・ 田村宣紀、「 ヒマラヤの

賦 一 ギャチュンカン●バイ ンダ ー プラック・

マナスル ー 」、桐原書房、198009、 275p、

1,800F]。

「ヒマラヤ」
「 ヒマラヤ」表紙の写真は会員の皆様より広

募したものを、毎月一作づつ掲載する予定でお

ります。ふるって御応募下さい。採用分には全

国共通図書券を差しあげます。

≪規 定≫

(1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。

(2)被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域のも

のであること。

(3)未発表であることn

①佃実夫、「佃実夫の中国紀行アルバム」、日外
アソシエ ーツ、 198007、 181p、 3,500円。

⑫上田哲農、「きのうの山、きょうの山」、中央

公論社、 198009、  214p、  1,200FЪ

⑩石井貞夫、「 カナディアン 0ロ ッキーズー 白

い氷雪の山々一 」、岳 (ヌ プリ)書房、 1980

09、 250p、 1,800円。

⑭吉林省民間文芸研究会吉林分会・編、「吉林民

間故事選」、長春 (吉林省 )・ 中国、吉林人民出

版社、 198006、 193p、 0.70元 =420円 、(中

国語、初版 20,880部 )。

①新彊人民出版社・ 編、「新彊兄弟民族民間故事

選」ウルムチ (新彊省 )・ 中国、新彊人民出版社、

198001、 191p、 0.51元 =360円、 (初版

30,000部 (中国語版 )。

⑩貴州民族研究所・ 編、「貴州的少数民族」、貴

陽 (貴州省 )・ 中国、貴州人民出版社、198002、

149p、 0.60元 =360円、 (中国語版、初版

3,200部 )。

①呂激、「印度佛学源流略誹」、上海・中国、上

海人民出版社、 1979・ 10、 346p、 1.30元 =780

円、(中国語版、初版12000部 )。

①潟承釣・ 原編/陽峻蛉・増訂、「西域地名 (増

訂本 )」 、上海 0中国、中華書局、 1980・ 3、

(2版 3次印刷 )、 0.52元 =320円、(中国語版 )。

⑩平山郁夫、「 シルクロー ド素描氣 1)一 西域の

旅 一 」、 平凡社、 1980・ 9、  130p、  3,800F■

(資料 :藤井 毅 )

表紙写真募集
(4)な るべくあtり 知られていない角度からの

写真、ある、ィま未知の地域の写真を期待し

ます。雑誌、広告等で頻繁に見うけられる

ような写真 (例 :カ ラパタからのエベレス

ト)な どは御遠慮二さい。

≪送 り先≫     ¢

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

HAJ「 ヒマラヤ」編集部
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日本ヒマラヤ会議開催予告
前橋・大町

◎ 前 橋 会 場

群馬県山岳連盟と共催 して行います。

≪ 日時>1980年 11月 2日 (日)12時～ 3日 (月)15時

≪場所≫新花茶屋 前橋市敷島町 240-22

電話番号 (0272)31-3848前橋駅よリバス乗場

8番群馬バ スパラ園行、 11番東武バ ス川原町行

に乗 り共に敷島公園下車

≪ 日程と内容≫

11月 2日 (日 )

12:00～ 13:00 受付

13:00～ 13:30 開会・ あいさつ

13:30～ 15:00 イ ンドヒマラヤのすべて

15:00～ 17:00 パネル討議「 高所医学」

17:00～ 18:00 ヒマラヤ登山と トレーニング

18:00～ 18:30 日本のイ ンドヒマラヤ登山の変

遷 と事故

18:∞ ～    夕食・ 懇談・ 情報交換

11月 3日 (月 )

9:00～ 12:30  1980年 インドヒマラヤ登山報告

ケダルナート、パンワリドワール、

カルチャクンド、シブリア、バギラ

ティⅡ、CB53を 予定

12:30～ 13:00 昼食

13:00～ 14:30 パネル討議「 イ ンドヒマラヤ登

山をとりまく諸問題」

14:30～ 15:00 記念撮影・ 閉会

≪参加≫この会議の主旨に関心を有する者で、所

属、経験 を問いません (定員 100名 )

≪会費>7,000円 (1泊 3食付・ 資料代込み )

◎大 町 会 場

≪日時≫ 1980年 11月 16日 (日 )9時 30分～ 17時

≪場所≫ 山岳総合センター・ 大町市大字大町字

樋沢 8056の 1

TEL 02612-2-2773

≪ 日程 と内容≫

9:30～ 10:00 受付

10:00～ 10:∞  開会・ あいさつ

10:30～ 11:30  ヒマラヤ登山 と トレーニング

11:30～ 12:Ю   ヒヤラヤ登山と事故

12:30～ 13:30 昼食

13:30～ 15:00  ヒマラヤ最新情報

インド、ネパール、パキスタン

15:00～ 17:00 1980年 ヒマラヤ登山報告

インド、ケグルナー ト、

ネパール タムセルク

パキスタ/ ガッシャブルムI

17:00     閉会

≪参加≫この会議の主旨に関心を有する者で、所

属、経験を問いません (定員50名 )

≪会費≫2,000円 (資料代込み )

カンチュンジュンガ隊に御協力を/′

昨今のネパールではシェルパ・ ポーターヘの支

給品が大きな数量を必要とするようになってきて

おり、カンチ隊も苦慮しております。使わなくな

ったり、押入れの隅に入ってる登山用具・衣類等

をお持ちの方、御寄贈いただけたら幸甚です。よ

ろしくお願い申しあげます。

※例えば……山靴、キャラバ ンシューズ、ニッカ

ーズボン、ポンチ ョ、ヤッケ、ォーバー手袋、毛

の手袋、靴下、 etc・ ……・・。

≪連絡先≫HAJ事 務局 03-687-8521
〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル 506号
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特集 KARAKORUM'80

ネパール ヒマラヤとは空の青さも住む人々も大き く異 る―カラコルムーまだ まだ処女性を失 なうことな

く我々を誘 う。

今回は 1978年 の雪辱 を果 たしジュ トマル・ サールー (7,330m)に 初登頂 した東京志岳会隊とG
I(8,035m)登 頂のベルニナ隊の記録 をお届けする。

は じ め に JUTMAR SARジュトマル・ サール (7,330m)は カラコルム

山脈ヒスパー山群のやや東よりに位置する。この

山を計画した当初、_カ ラコルムではシアチェン氷

河流域、バツーラ山群、そしてこのヒスパー山群

は未登峰の宝庫であった。我々はほとんど資料す

らないこの山に未知なる魅力を感じて、 1976年

の偵察活動の後、78年 8人の仲間と共にこの山

を目指 した。当時カラコルム●ハイウェー(KK
H)の通行が認められなかった為、アプローチは

スカル ドゥから入山しヌシク●ラ(4,990m)越

えのルー トをたどった。しかしヌシク●ラの下降

で難渋し、若干の物資を失ない、加えて精神的、

肉体的疲労を残して BCへ入った。登山も惨惜た

る結果で終った。主稜線を越えてアッパー・ ヤズ

ギルの大雪原へは出たものの、途中のキャンプが

雪崩に襲われて隊員、ハイ・ ポーター計 5名が死

亡し登山は即刻中止された。だが山登 りをやめる

なり、他の方向に転進するならばともかく、私は

以然 ヒマラヤを目指した。従って私にとってジュ

トマル 0サ ールはさけて通れない山になった訳だ。

再び 山 ヘ

5月 19日 夕刻、本隊 4名 はイスラマバー ド空

港に降 り立ち、ただ 1人の先発隊員としてやって

きていた渡辺と合流。翌日から日本大使館への挨

拶、外国人登録、プリーフィング、KKHの通行

許可証取得、そして装備や食料の購入とお決まり

の仕事を終えft 2 7日 早朝 "ラ ワール●ピンディ

をあとにした。

陸路によるギルギ ットヘの通行は ミニ・ バスで

15時間、荷物を乗せた トラックでは 2日 前後か

かる。我々はルプガル ●サールヘ向う駒沢大パー

△
ム

岳士
心

一示東

ジュトマル・サール
ー

7330m

ティと共同で トラック、 ミニ 0バ ス(12人乗り)

各 1台 をチャーターし、各隊から1名づつ トラッ

クに同乗させた。途中 2ケ 所のチェック・ ポスト

を通過し、ミニ・ バスは夜の8時すぎにギルギッ

トに到着した。翌朝DCへの挨拶、野菜等を購入

した後、午後フンザのプリンス0ホ テル (名 前ほ

ど立派ではなく、 1ベ ット1 0 Rsの安ホテル)へ

入った。夕方隊荷を積んだ トラックも到着して、

また全隊員の顔がそろい一安心する。 29日 、 ト

ラクター2台、ジープ4台 にて 2隊分の隊荷、隊

員を分乗させてナガールヘ向かう。途中ラカポシ

やウルタル ●ディラン北面の眺めなどを満喫しな

が らナガール着。

ナガールでは 2日 間滞在し、キッチ /・ ボーイ、

ヘッド・ ポーター各 1名 、クーリー56名を雇っ

た。 クーリーのうち3名 はマジェストレーターの

推薦によりBCから上ではハイ・ ポーターとなる

者も含まれている。賃金はレギュレーション通り

食料代込みで 112.5Rs、 BCま での行程は実働

7日 という契約であった。当初、食料代を払った

他に食料を背負うポーター27名 を雇えとまった

くむしのいい要求を出された。当然突っぱねると、

27人が 15人に減り、さらに12人になり最後
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は 6人だけでもという。しかしたとえ1人 といえ

ども、これは不当な要求であるから認められんと

言うとポーター達は全部帰ってしまった。だがナ

ガールを離れるまでは登山隊側が有利な事をポー

ター達も知っている。やがて 1時間ほどするとポ

ーターの代表がやって来て、3人だけでいいから

雇ってくれというのでようやく妥協した。

6月 1日 、キャラバ ン出発。ナガールからヒス

パー村へは、ヒスパー川をはさんで両岸に道がつ

けられている。左岸の道は 2日 、右岸は 3日 かか

るとの事。ポーター達は今年は左岸の枝沢が増水

して渡れないとウソをつき、我々の主張を無視し

て強引に右岸を進む。 ヒスパー村ではポーター全

員を入れかえろと要求される。荷物が重いと毎朝

ゴネるポーターもいる (彼 らに限って 25聰以下

の荷物だったり…… )。 そして休憩ばかりのノロ

ノロ作戦で日程を引き延ばす。たまに早く歩くポ

ーターがいると他のポーターがクレームをつける。

常に固く結束して全員同一行動だ。 7日 ロセカン

バリッシュ着、翌日は休養 とする。 9日 は今まで

の遅れを取り戻すべく、セカンパリッシュからB

Cま での2日 行程を1日 で行くと約束していた。

しかし早朝からいつもにない早足しで 2時間ほど

歩きジュトマル氷河の 2勧ほど手前まで来ると、

ここが BCだと言い張って動かなくなった。数時

間の交渉の結果、一部のポーターが動こうとする

と、この動きを阻止するポーターとの間で暴力ざ

たとなる。 リエゾン●オフィサーまで殴 られそう

になったので仕方なく、 12名のポーターを残し

て他は全員解雇した。

10日 、隊員も加わ リジュトマル氷河出合まで

3往復の荷上をする。翌朝も寒いからと6名 のポ

ーターが帰る事になった。そしてセカンバ リッシ

ュからの リター/・ チャージを2日 分払え、払わ

ぬでまた暴力ぎたとなる。 12時過ぎ6名 のポー

ターと隊員で荷上に向う。3時頃から雪が降り出

し、16時 40分西俣の出合をデポ地点として引

返した。 16日 夕刻 BC入 りし、翌朝からデポ地

点まで逆ボッカに下る。 BCと デポ地点は登 りで

1時間ほどの行程だが、ハイ・ ポーターは 1日 2

往復しかしないとゴネるので全員クビにした。19

日に荷上を完了し、夕方 BC建設祝いをやった。

登 山 活 動

21日 登山開始。全員でCl予定地を往復する。

一昨年はジュトマル氷河北俣源頭の左岸よりにC

lを置き雪崩にやられてしまった。今年は右岸よ

りにかろうじて雪崩をさけられそうな場所を見つ

けるoしかしClの前後数加に渡って側面からの

雪崩の危険があり、気味の悪い所だ。帰路小アイ

スフォール帯を抜けた所でうかつにもアンザイン

ンを解く。一昨年のクレバス帯はまだ深い雪の下

だったし、朝はクラストしていてヒドン●クレバ

スの危険を感じなかったからだ。クレバス帯を抜
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けきる頃、 トップを歩いていた渡辺がクレバスを

踏み抜きそうになり、ストックで慎重に回りをさ

ぐっていた。その時、早足で追い着いてきた江原

がやや遠回りに渡辺を追い越そうとし、止める間

もなく一瞬のうちにクレバスに落ちた。絶望感と

共に自分の馬鹿さ加減に怒りが込み上げてくる。

だが幸運にも江原は深さ18mほ どの所にひっか

かっていた。引き上げると肋骨骨折と全身打撲を

負っており、ショックと全身ずぶ濡れの為震えが

止まらない。22日 、彼をBCに収容した。

24日 登山再会、以後渡辺、茂木、杉本の3名

1パ ーティのみの行動となる。Clまで 2日 間の

荷上後悪天候の周期に入った。 28日 にClの途

中まで荷上したのみであとは6日 間停滞。7月 2

日、ようやく晴れたが雪崩が落ちるのを待つ為停

滞。 3日 、Cl建設。 4日 、チョタ・ リッジに取

り付き、雪のかぶった脆い岩場を、一昨年のルー

トにそって8ビ ッチ登る。夜、Clテ ント上を雪

崩の爆風が通り過ぎて行った。 5日 は天候が崩れ

チョタ・ リッジ基部まで荷上げしたのみでBCへ

下る。8日 未明、BCを出発してC2下までルー

トエ作をし、Clへ泊る。 9、 10日でC2建設。

11日 から悪天候となったが、13日 (停滞 )以

外は小降りだったので少しずつノレー トを伸ばし、

15日 夕方、主稜線に飛び出し、アッパー・ ヤズ

ギル氷河の一端にC3を置く。 17日 、久し振り

の快晴だ。それにしてもこの大雪原はどうだ。

6,000m以上の標高に幅2勧、長さ8加の大雪原

しかも回りには素晴しい雪の山々……。渡辺が ト

ップで出発、彼は体重も荷物も重い為フィルム 0

クラストを踏み抜いて歩きにくそうだ。僕も茂木

もほとんどもぐらない。そのうち北稜上に朝日が

上った。すると大雪原は黄金色に輝き、ユクシン

やジュトマルが替わる替わるにガスの中から顔を

出す。なんと幻想的な光景だろう、思わずさけび

たくなってきた。南側にはハラモシュやスバンテ

ィク、遠くにはナ /ガ ●パルバ ットも望まれる。

西には遠々と続くヒスパーの山々、幾‐ら眺めてい

てもあきない景色だ。約 2時間で大雪原を縦断し

終えた。ここから軟雪に悩まされ、今日は北稜ヘ

の斜面の途中にある小台地をC4と した。 18日

天候は下り坂だが 4時 40分 アタックに出かける。

しかし、9時すぎ、6,800m附近で雪が降り出し

視界がまったくきかなくなった。ツエル トをかぶ

って 2時間ほど待ったが、晴れる見込もないので

C4へ引き返す。 19日 、雪の為停滞。 20日 も

雪、食料がつきたので BCまで撤退と決め、ラッ

セルに苦しみながら夕方C3へ下った。ここにも

食料はない。

21日 、なんと今頃快晴になろうとは……。今

年のカラコルムは天候が悪く、一担 BCへ引き上

げると、次のアタック時の天候が保障されない。

だからこの快晴を逃がすまいということになり、

残飯をかき集めて 9時 50分出発。昨日のラッセ

ルは強風にかき消されているため今日も苦しいラ

ッセルだ。夕方C4着、大休止の後、月明りを利

用してさらに上部上向う。 0時 25分 6,800m附

近でツエル ト●ビバークする。 22日 5時 45分

発、杉本 トップでひざ位のラッセルの中を進む。

徐々に傾斜が増し、雪崩そうな薄気味悪い急斜面
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をなんとか雪板の上に乗ろうとするが、ひざを乗

せて体重をかけると雪板が割れてしまう。あと10

mほ どで傾斜が落ちる所まで来たとき雪板雪崩が

発生し、杉本が捲き込まれる。 300mほ ど流され

て深さ20mほ どのクレバスに落ちた。だが幸運

にもかす り傷すら負わず、クンパスの外に這い出

した。 9時 15分北稜着、この頃より風が強くな

ってきて呼吸が苦しい。頂上直下の氷壁を西面か

ら回り込み、さらに 1ピ ッチ登ると突然岩峰が視

界に飛び込んできて驚ろかされる。頂上の一角に

たどり着いたのだ。ピナクルは頂稜から南壁側に

10mばか り離れた所から7～ 8mの高さで突立

っている。頂稜は東西にのび 4つほどの小さな雪

のコプが並んでいる。気抜けして這うように一番

東奥のピークまで行くとそこが頂上だった。

堡山名について>
ポーランドの地理研究家 J・ ワラは近年この山

に氷河の名を取ってYutmar Sarと 命名した。

氷河の名前は近くの放牧地から取られたようだ。

ところでヒスパー・ ポーターはこの放牧地をジュ

トマルまたはジュトマウと呼んでいる。従って山

名は現地名を尊重するのがヒマラヤでの習わしで

あるなら、Yutmar SarではなくJutmar

S arが適当と思う。

≪東京志岳会ジュトマル ●サール登山隊 1980≫

隊長 :杉本忠男 (33)、 渉外・輸送 :渡辺 優

(30)、 食料・ 会計 :江原祥司 (27)、 装備・

ジュトマル・サール概念園

記録 :茂木正広 (25)、 医療 :加藤亮子 (45)

(文責 :杉本忠男 ｀
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ゆ‐―  原 稿 募 集
ニ ユース  ヒマラヤ (中央アジア含む )の 各地域の社会情勢・ 現地事情 (入山事情 )の変化、日本を含

む各国登山隊の動勢、その他気のついた事をお知らせ下さい。ニュースソースも併記して下さい。

紀  行  遠征、 トレッキング、旅 etc・…・・。

ヒマラヤ及びシルクロー ドに関する地域なら何でも結構です。
(記

録 "ではなく
蒻
紀行 "と してお気軽に

御投稿下さい。400字詰原稿用紙 6～ 8枚程度、横書きでお願いします。

日本からヒマラヤから  ヒマラヤ等に出かけた際の印象、現地からの便り、ヒマラヤに関して日頃思っ

ていること何でも結構です。「 ヒマラヤ」編集部やHAJに対する提言などもお寄せ下さい。

またヒマラヤ地域へ出かけられる方、ハガキで結構ですから御一報下さい。

★ 投稿は会員、非会員を問いません。採用分には掲載誌を贈呈致します。

★ 送 り先〒 160東京都新宿区高田馬場 3-231-1淀橋食糧 ビル506

日本ヒマラヤ協会「 ヒマラヤ」編集部 TEL 03-367-8521
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GASHERBRUM I
ガッシャーブルムⅡ-8035m

ベルニナ山岳会ガッシマーブルムⅡ峰登山隊

「八千メー トルの頂へ」を合言葉に我々は、今回のヒマラヤ行を結成した。当初佐藤隊長よリガッシャ

ープルⅡ峰案が提出されたが、各自思い思いの山があろうという事で検討した結果全員一致で同峰に決ま

った。バル トロ氷河へは過去、日本隊としては数隊が入 り新鮮さはやや薄らいだものの、景観、雄大さに

は魅力的なものがあり、我々をその トリコとしてしまった。

1.南 西稜～東稜 (ノ ーマルルー ト)、 2浦西稜～北西稜 (ポ ーランド隊 )、 3.南東稜～東稜 (フ ランス

隊 )の 3ルー トが過去に登られたもので、当会としては下部南西稜から上部は新ルートの南西岩稜を目標

にとルート選定する。山、ルートが決まり、いよいよ我々の情熱を叩きつけ、長い間夢みた「 ガッシャー

ブルムⅡ峰への道」が始まるのである。

ガ ッシャーブルム I峰・過 去 の登 山隊

1.オ ーストリー隊、1956年、南西稜～東稜経

由で登頂。

2.フ ランス隊、 1975年、南東稜から登頂。

3.ポ ーランド隊、 1975年、南西稜～北西稜経

由で登頂。

4.登はん倶楽部岐阜隊、1976年、事故により

敗退。

5.チ リー隊、 1979年、登頂、南西稜～東稜。   征隊員でなかった為、本人、我々共装備品の用意

6.オ ーストリー隊、 1979年、南西稜～東稜経   をしていないのでClないしC2迄 とい うことで

由で登頂。                    互いに了解する(実際はシングルの靴でファイナ

ルキャンプより上の約 7,200m地点迄登る )。 猛

ア プ ローチ マ ーチ              暑の中での作業も順調に進み 5月 28日 佐藤、恵

佐藤隊長他 3名 は 5月 19日 に成田を立ち一路   野木をホテルに残し(ア ワン長官に恵野木が臨時

イスラマバード空港へと向う。翌日我会の「世界   参加する許可を得るために残留する )空路スカル

を放浪する旅人」恵野木と半年ぶ りの再会をし、    ドヘと、右に豪快なナンガパルバ ットを観ながら

積もる話に花を咲かせる。宿舎であるミセスディ   ラフルピンディとは打って変った様な涼しいスカ

ビスホテルでは猛暑の中、連日の梱包作業、雑務   ル ド空港に到着する。

に追われながら7日 目を迎えると後発隊の日高、     スカル ドは標高2,400mと いう高所な為、気温

福島、鳥山の 3名 が無事到着。当初の予定では、   が低く住みごこちの良い所である。日本でいえば

隊員 7名 とい う事であったが恵野木からぜひ今回   さしずめ軽井沢か那須の別荘地というところであ

の登山隊に加えて欲しいとの強い要望があり、急   ろう。ポーターヘの支給食料は全部ここで購入し

拠 1人加わリベルニナ八人衆としてガッシャープ   K2ホ テルで大掛かりな再梱包が始まる。ポータ

ルムⅡ峰に挑むこととなった。恵野木は今回の遠   ―一人一人の荷物の区分を終えると約 2.5ト ンの
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荷物は94人のポーターに担いで貫うこととなる。

6月 4日 夜の未だ明けぬ 4時過ぎに トラクターと

ジープに2.5ト ンの食料、装備を乗せ、スカル ド

を出発し一路ボンゴラヘと向う。ボンゴラで 3時

間程遅れて来た佐藤隊長達と合流し、これからの

長～い長～いキャラバンの幕が開ける。

連日晴天下の中、景色は良いのだがチャパティ

(朝、昼食 )の ヒドさには辟易とした。最初のう

ちは 8人で 20枚近く焼いてもらっていたが結局

消化枚数は 5枚位いとその人気の無さは断然であ

る。ネパール経験者に聞くとこの辺の地域で生産

されるアタの質は何せ落ちるとの事だが、これが

BCま での主食 (夜だけは現地米 )だ と思うとう

んざりとしてしまう。食糧は私が担当していたの

で文句を言うどころではなく、皆からブープーと

集中砲火を浴びこれから先の対策に頭を悩める始

末である。

辺りの景観は流石にカラコルムの中では絶品に

値いするとの評はまぎれもなく、その魅力的な山

山は我々をあきさせないすばらしさがある。アス

コーレ辺りから見えるマンゴ●クルーゾ、バル ト

ロ氷河入口近くに饗えるパイジュの岩峰群、氷河

上になるとすぐ左側にバル トロ寺院群が衛兵の如

く峻立している。キャラバンのほぼ中間地点に当

るリリゴのチ ョット先では鬼才といわれたリカル

ド●カシン率いるイタリー隊が初登したガッシャ

―プルムⅣ峰が暑い陽差しの中から浮かび上って

くる。 ウル ドカスを越えると右手に関西登高会隊

が狙っているガッシャープルムの北面が眼前に広

がり、さらに左手にはムズターグ●タヮー、プロ

ード・ ピークと、どれも登 りたいような峰々が次

次に我々の目を楽しませてくれる。 6月 17日 、

待望のベースキャンプを設営する。ポーター達は

荷運びの報酬として多額な賃金を得、笑みを浮か

べながら足早にBCを後にする。我々の BC地の

少し先には I峰 に挑むフランス隊 2名が幕を張っ

ている。 3週間程後にはⅢ峰のスペイン隊、Ⅳ峰

のアメリカ隊、V峰のフランス隊と国際色豊かな

BC地 となろう。

登 山 活 動

「ついにやって来た、苦しくもあり楽しくもあ

り駆けず り廻って過ぎた長い歳月・………俺達はそ

れを克服してついにやって来た………ガッシャー

プルムⅡ峰に」・………私同様、皆の胸の内には似

た様な想いが広がっているのではないだろうか。

2日 休養した 3日 目の 6月 20日 より南ガッシャ

ープルム氷河第一アイス.フ ォール帯のルートエ作、

荷上げを始める。早朝、意気揚々とルートエ作隊

の渡辺、今田が南ガッシャープルム氷河に第一歩

を記す。 30分程遅れて荷上げ隊の恵野木、福島

が後を続き、残りの4名は引き続き休養とする。
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Cl迄は南ガッシャーブルム氷河を忠実に辿 り雪

原帯に入る。氷河上は幾分なだらかな所からアイ

スフギール帯に移るが、至る所にクレパスが散乱

している。雪原帯ではヒドンクレバスがあっちこ

っちに待ち構えている。我々も気をつけながら行

くが「敵もさるもの」でなかなか無事には通しては

くれず、私に至っては3回程踏み抜いている。時

間的には 50分程の距離であるが皆くちを揃えて

「ヤラシイネ」と言い合っている。荷上げ及び C

2のルー トエ作も順調に進みこの分では早く落と

せるかなと思っていた矢先に、6月 28日 BCに

休養に降 りた渡辺が呼吸困難に陥いったという知

らせが入り、Clに居た我々5人はすぐBCに駆

けっけたがそこには渡辺の姿はなく、アメリカ隊

の方達がタンカでコンコルディアヘ向って運んで

いるという事をアメリカ隊の隊長より伺 う。佐藤

は BCに降りて直ぐにテントその他を背負い込み

後を追う。残りの 4人は持 って行くための食料、

医療品その他のものを纏めて佐藤より2時間後の

20時にコンコルディア方面を目指して足早に向

う。呼吸困難の原因はどうやら肺水腫になったら

しいとのことである。肺水腫は前 か々ら死亡率が

高いということは聞いていたが、幸いにも酸素吸

入、下降処置が早かった為か6月 30日 には少し

ガ ッ シ ャ ー プ ル ム 連 峰 概 念 図

7■ 00m

歩ける迄に回復してきた。 7月 7日 にコンコルデ

ィアに来たヘリコプターにて渡辺はスカル ドに降

り、我々は再度BCへ と向い、日数はかなり足り

なくなったのでルー トを南西稜～東稜 (ノ ーマル

ルート)へ変更し再度挑戦を始める。だが医療用

として持って来た酸素 5本は渡辺が全部使用して

しまったので、叉同じ病気になると取 り返しのつ

かない事になるので十分注意を払いながら通り馴

れた南ガッシャーブルム氷河に足を入れる。 7月

11日 、C2を設営し、いよいよこれから南西稜

を辿 りc3のルー トエ作に入る。 200m程の氷混

りの雪壁から350m位いの雪稜を登ると6,350m

のC3(7月 23日 設営 )に至る。 C3か らC4
へは今回の全ルート中一番傾斜の強い核心部とな

る (一番強い使で 70° 強の氷 )。 7月 28日 、C

4(6,850m)設営と共に恵野木、福島が上部ル

ー トエ作隊としてC4に残る。2日 間吹雪かれた

30日 、無理にC4迄登って貰い (予定は装備不

足の為C2迄登るとい うことであった )、 「この

調子で頂上ヘー緒に行こうよ」という声に「シン

グルの靴で 8,000mを登るか」と言っていた恵野

木がこの吹雪の為に下ることになってしまった。

・………1■ こ迄一緒に頑張ってきたのに残念でなら

ない。・………本当に残念だ………。恵野木の代り
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にサポート要員だった今田が急拠アタックメンパ

ーに入ることになった。 3月 1日 ワンピパークの

予定で第一次アタックを開始する。我々が馬の背

と呼んでいた所を佐藤が トップで登 り切り17時

頃 7,350m地点でビバークする。夜は風が強く風

上にいた私は非常に寒い思いをした。翌日は何が

何でも晴れてくれと祈 りながら迎えた朝、意が通

じたのか快晴の日和である。朝 5時に出発し、頂

上三角岩稜下のプラー トを東稜 目指し、左から右

へと交替でラッセルし、15:00に ガッシャープル

ムⅡ峰の頂に我々はK2を 目の前にして立ってい

た。

≪(1980年 ベルニナ山岳会カラコルムガッシヤ~
プルムⅡ峰登山隊≫

隊長 :佐藤英雄 (30)、 副隊長 :内 田良平 (4
4)、 登はん隊長 :渡辺良政 (28)、 隊員 :日 高

俊彦 (33)、 恵野木康雄 (30)、 福島正明(29)

今日賢次 (21)、 鳥山逸子 (26)

(文責 :福島正明)

r.´ 1 
苺

―

璽奎   全世界のネットワーク

AFIAホーム 保険会社

海外 山 岳 保 険
取扱代理店
郷インシュランス・コンサルタント

〔ホーム保険会社代理店〕
〒100千代田区丸ノ内 3-1-11

国際 ビル8F
TEL. 03-281-2981

相 談 所

ホーム保険会社首都圏支店
〒100千代田区丸ノ内 3-1-1

国際 ビル 8F
TEL.03-211-4401

担当 :寄本康男
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遠征学入門

)Ⅳ]I

実 践 篇

タクティックスについて(1)

清水 澄

も云うべき分野なので、事前に充分検討されてい

る筈である。そこで具体的な戦術とは、これらに

対する肉付けを指すのである。現地で実際に登山

を展開する場合に最も重要なことは、ルートの延

し方とその速度及びそれに対する荷上げの進展の

具合いである。ルー トを何処に決定し、それに高

度順応をどのように行いながら開拓をして行くか。

また定められた登山期間の中で余裕をもって目的

を達成するためには、ルート開拓に時間が掛り過

ぎたのでは話にならない。そしてそのスピードに

マッチして荷上げも追いついて行かなければ、物

資不足によって登高が停滞してしまうか、登山そ

のものがピンチを招くことになりかねないのである。

従って、これらをどの様に行うかということが

戦術、つまリタクティックスである訳である。戦

術はそのチームなリリーダーなりの求める登山理

念によって、形態が変って来るのが当然といえる。

どういう登 り方をするかという過程は、最終的な

目的の達成以上に大切にされなければならない。

自分達の追求する理念、理想を捨てて登頂という

目的だけを克ち取ってみた所で、それは「仏作っ

て魂入れず」のたとえの如く形骸でしかあり得な

い。

であるから逆に云えば、自分たちの志向する理

念、理想を、どの様な形で戦術の中に表わして行

くか、ということが最し大切なことなのである。

ル ー ト決 定 の方 法

戦術の中で、ルー ト決定の方法は、何処を攻め

るかという部分であり、最初に重要な仕事である。

自分たちの登山技術をぶつける場所がルートな

のであるから、その決定は非常に大切である。ど

の場所なら燃えることが出来るのか。理念に合う

のか。大まかには山のどの面を登るのかというこ

とであり、主として雪面などの弱点を拾 って行く

のか、それとも積極的に壁などに向って登るのか

の決定をまず行なわなくてはならない。これはそ

のチームの登 り方の精神的部分である。

その上で、凡そのルートは写真、資料、情報、

或いは実際の偵察、試登などの結果を基に、遠征

出発以前に日本国内に於いて決定される。それは

頂上までキチンと引けないこともあるし、2～ 3

タクティックスとは遠征の目標とする山岳など

の攻略方法のことで、最近では戦略とか戦術とい

う言葉でも表わされる。言うまでもなく実戦中の

最重要部分である。この中には登山方法の技術的

な面は勿論のこと、ローテーション、高所順応、

気象関係、シェルバ問題等々、沢山の事項が関与

される。ここではヒマラヤ登山を例にとって考え

て行きたい。念のために言うと遠征には登山以外

の分野も沢山あるのであるが、筆者は手がけてい

ないし、考え方のパターンとしては共通する部分

が多いと思われるので、ご容赦いただきたい。

基本的戦術

まず何人の人間を何回にわたって頂上に立てる

か。縦走をするのか、岩壁登はんなのか。オーソ

ドックスな極地法によってルートとキャンプを延

ばすのか、ラッシュ戦術をとり入れるのか。等々

が戦術の基礎となる。これらは遠征のデザインと
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本の案が考えられることもある。不明確な部分は

解決を現地まで持ち越 されることになる。

現地では、現実にそのルートを眼前にして、或

いは実際に登 って行きながら、技術的に不可能な

部分や自然的条件が危険きわまりない部分を回避

する為、変更を加えるのである。また本国で不明

確だった所や、どちらを取るか決定しかねていた

ものも、解決してルー トを一本に引く訳である。

ここであまり、小さな部分が解決されないか らと

いってベースなどで悩むことはない。実際に登っ

て行って、鼻をこすり合せてみると、意外に道が

開けるものである。

ある程度開拓をして延したルー トでも、その上

部に予想していなかった危険が現われたり、技術

的に突破出来なかったりした場合は 余儀なくル

ート変更をしなくてはならない。小さな変更は間

題とはなるまいが、大きく変更しなくてはならな

い場合は、常に自分たちの理念に立ち返っての上

で互いの意志を確認する作業が必要となる。

ルー ト決定で心すべきことは、自分たちの理念

や登高意欲を押し進めるあまり、自然的条件とし

ての危険を無視したり盲目となったりしてはなら

ないことである。

ル ー トエ 作 の こ と

ヒマラヤのような急峻な山岳では、一般にフィ

ックス・ ロープをベタ張 りする登り方が採られる。

岩壁、雪壁、氷壁などで転落の危険から身を護 り、

更に登高の スピードを上げる目的である。特に高

高度での酸素不足の状況下、思考能力や運動能力

が低くなっている折では、フィックス・ ロープは

限りない安全性を約束してくれる。

フィック・ ロープは多く張るに越した事はない。

転落の可能性のある所は勿論のこと、ベースから

頂上まで張れば万全である。しかし現実にはそれ

は、不可能であるばか りでなく滑稽である。

ロープをフィックスすることのメリットは

①転落を防ぎ安全を増す

②荷上げその他での登高のスピードを増す。

③悪天時でもルートを迷わない

④心理的に全隊員の絆 となる

デメリットは

①ルート開拓、工作等の伸延に手間 どる

②ロープその他の分だけ荷上げ量を増す

③隊員を増し、資金を多く要す

そこで、これらと自分達の登はんの考え方 (理

念 )を勘案しながら、どの程度の場所までフィッ

クス・ ロープを張るか決める訳である。ただここ

で考えなければならないことは、荷上げなどにシ

ェルバ等を使用する場合は、登山の技術 レベルを

隊員よりもずっと下げて安全を計るべきことであ

る。また有能な隊員といえども、低酸素下では正

常な働きが出来なくなることも考 え合せたい。極

く一般的な登山隊では、転落の危険のある所には

全部、 フィックス・ ロープを張ると考 えた方が無

難である。

ロープを張るだけでは解決されない急峻な壁に

は 、ハシゴを架ける。橋は クレバ スを渡るのに必

要 となる。 ステ ップを刻む事は荷物 を上げる上で

有用である。またルー ト●フラッグは全ルー トに

必要であるが、特にアイス・ フォール帯や雪原に

は欲 しい。前者は氷河の流下により地形の変化が

激 しい事、後者は霧や吹雪等によってルー トを失

い易い為である。

ルー トヘの工作物は、強い日射 と雪の反射によ

って緩むので、毎 日補修 しなくてはな らない。雪

中、氷中に打ち込んだ支点が熱によ り、効かな く

なって しまうのは想像以上である。また クレバ ス

が開いて橋が落ちた り、 フィックス・ ロープが切

れて しま うこともあるので、これらの点検、処置

も必要 となる。つまリルー トは四六時中痛み易い

ので、常に通行を絶やさずにし、手入れ整備を行

っていなくてはならないのである。

この様に登高ルー トを、国内の登山とは比べ物

にならない程に工作をし、安全を高め、それを維

持して行 くのである。これはヒマラヤのスケール

がものすごく大きく、登高距離が長くなることと、

高々所での登山であることに起因する。つまり、

①荷上げ、工作の為、長期間通行する

②低酸素下、能力が低下しても通行出来る

③多数になる延通行人員を安全に早 く通す

等の条件に耐えられる「道路」を作 らなければな

らない為である。ルー トエ作にはこのことをしっ

か りと頭に刻み込んでおきたい。
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ゆゆ ヒマラヤ閑話 (34)

ルグウメンドック,紅色
マメ科1,オヤマノエンドウ属

揚子江か らイラフジ川へと旅行 した最初の英国

人はオーガスタス ●レイモンド●マーガリであ っ

た。かれは 1867年に、25才で中国へ渡った。か

れはす ぐに中国語を覚え、 1870年には台湾に領

事 として赴任 した。ここで植物学に興味を抱 くよ

うになったが、台湾にはあまり長 く滞在しなかっ

たので、それほどの蒐集をすることができなか っ

た。それか ら、次か ら次へと赴任地が変ったが、

1874年 8月 に突然バーモに行 くように命ぜ られ

た。直ちに、 しかも秘かにであ り、そこでブラウ

ン大佐の一行を待つようにとのことであった。そ

れは長い、危険な旅であった。

不運と病気がずっとかれにつきまとった。かれ

がたどったルートは、後になって揚子江から雲南

府へ通ずる公道 となったものであった。すなわち

漢 口から洞庭湖を渡 り、況河をさかのぼ り、貴陽

経由で雲南府というルートである。それから、大

理府、騰越と進み、バーモヘと抜けるのである。

かれは 1,000マ イルにも及ぶこの見知らぬ土地で

の旅行を終え、目的地に着いたが、この旅行中ず

っと病人の状態であった。 リューマチ、歯痛、肋

膜炎などであった。それにまた、さびしさとホー

ムシックとがカロわった。

ブラウン使節の一行に出合った後、かれはその

先導をつとめ、一足先に進んで一行のとおりやす

いようにはからった。しかし、バーその東、約 45

マイルにあるマンヴィンで殺害された。

マーガリ殺害さるの報は、ラングーン経由で北

京に伝えられた。その事件現場の状況を調査する

べ く調査団が派遣された。この調査団の中心は、

エ ドワード●コルボーン・ ベイバーがいた。その

当時は領事館付通訳であったが、のちに重慶領事

花を求めて(4)

水野 勉

になり、西部中国におけるもっとも重要な人物の

一人になった。この時期に、ベイバーは二つの重

要な旅行をした。一つは有名な峨眉山へ行き、そ

れから南東へ向って口口王国をとおったもの、も

う一つはチベットヘの公道上にある打箭炉への旅

行であった。

不運なことに、ベイバーは植物に興味を持たな

かったように思える。かれが明らかにしたのは、

注意さえ充分に払えば、西部中国の間道も比較的

安全に旅行が出来るということであった。

それから1、 2年おくれて、中国インランド●

ミッションのマッカーシィ神父が揚子江からビル

マまで、貴州、雲南府経由で旅行した。かれは途

上数種の植物を採集し、シダ類の二つの新種がか

れの名にちなんで名付けられた。

すぐれた旅行者、ウィリヤム 0ジ ョン・ ギルは

植物学にかなり興味を持っていた。かれは生れな

がらの紡浪者であった。 9年の間に、ベルシャ、

トランスカスピアン0ロ シヤ、雲南、東チベット、

アフガニスタン、チュニスと歩き廻り、最後に、

英国政府のために、シナイ半島で調査に従事して

いるときベ ドウィソ族によって殺害された。

かれの中国旅行は、他の多くの人々と同じよう

に、重慶から出発した。そこから、成都へ行き、

更に北部四川の高山地域へと入っていった。成都

へいったん戻って、W● メスニと共に、大旅行に

出発した。
′
チベット辺境をとおって、打箭炉、理

化、巴塘、阿敦子へという旅である。これらの地

名は、後になって出てくる植物採集者のルートを

たどると、たびたびお目にかかる地名である。阿

敦子から、かれらは南西に向い大理府へ出て、そ

れから騰越経由でバーモヘ抜けた。
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成都からバーモまでのこの旅行は、 7月 10日

から11月 1日 (1877年 )ま でかかり、1,100

マイルを踏破した。停滞日を考えても1日平均 10

マイル以上のペースである。未踏の地域をたどっ

た、この旅行がかようにスピーディに、かようにス

ムースになされたのには、同行者メスニの力による

ところが大きかった。かれは1860年戦争終結以来、

中国政府に勤務しており、のちに中国軍の少将に

まで昇進した。かれのこの国及びそのコトパに関

する知識は比敵するものがなかった。

ギルはこの旅行で数種の植物を採集したが、こ

のような旅行の性格上、採集はスピードの犠牲に

ならざるを得なかった。植物学的はまずらわされ

ずに、かれは自然環境をよく観察 し、その紀行、

T he River of Gol“ n sandの 中には、次のよう

な文章がたびたび見られる。

「山々の頂きは暗いモミの森におおわれ、東西

にのびる谷は、松におおわれた高地がひろがって

いた。河床はかなり幅広 く、廻りの傾斜地には多

くの種類のかん木が生い茂っていた。そのかん木

の間には野生の花々が豊富にみられた。ある場所

には野生のバラがいちめんに花盛 りで、その近く

の大気は文字どおり甘い香りでみちみちていた。

北斜面には、若々しい緑のチャーミングな、背の

低い樹々が茂つていた。そして、バーベリ(へび

のぼらず )の黄色の花がどこにもいちめんに咲き

こめ、中国の風景を特色づける色彩にあたたかさ

を加えているように思えたd
残念なことに、ギルは中国に長く滞まっていな

かった。中国に対するかれの愛情 と知識があり、

もし、かれの生涯にわたってっきまとったように

思える、スピー ド旅行に対する情念を抑制しさえ

したならば、かれはすぐれた採集者 となり得たで

あろう。

メスニもまた同じように、熱心な、スピー ド旅

行者であった。バーモに着き、英国で休暇の一年

間をすごした後、かれは 1879年広東に渡り、そ

れからの四年間というもの、中国をあちこちとい

そがしく歩き廻り、北西部は広通から甘粛まで(フ

ァーラーのOn the Eaves Of the wOrldの地域を

訪れ、蘭州、西寧、青海までも行った )、 四川省

から北京までも踏破した。ハンスは例の如くかれ

に連絡をとり、メスニはハンスに多くの種類を送

つた。 しかし、すぐれた採集者になるには、メス

ニはあま りにも早い行動を好みすぎたのだった。

中国の税関や英国の領事館などの職員が次々と

増加していくにしたがって、ハンスは自分の植物

採集の仕事に喜んで協力してくれる人々をますま

す増やしていった。ゃがて、ハンスは西部中国の

植物に関して、殆んど信じられぬくらい豊富な蒐

集を実現したのであった。西部方面で何か行動を

しようとする人のことを聞くと、ハンスはす ぐに

自分のために植物採集をしてくれるように依頼し

た。不運なことに、かれは生物学者であって、庭

園のことは考えなかった。それで英国へ新種を紹

介しようといぅ努力は全くしなかったし、自分の

協力者にも植物標本の材料以外のものを採集して

くれとは依頼しなかった。その結果、多くの美し

い花々が発見されたけれども、その紹介はずっと

後まで遅れてしまうこともあった。

たとえば、ヴァイバーナム属の一植物は 1879

年に発見されたけれども、 1901年 になってはじ

めて、E.H.ウ ィルソ/に よって紹介されたのだ

った。また、 トーマス●ウォッタースはサクラソウの

一種(P rimula obCOnica)を 発見したが、それは

数ケ月後、チャールス●マリーズによって紹介され

た。また、ハンスの協力者ウォッタースは、Pri―

mula SinenSisを 発見したが、1895年まで紹介

されなかった。また、別の協力者W.R.チ ャール

ズは可愛 らしいVibumum carlesiiを 1883年

頃朝鮮で発見したが、 1902年になって、しかも

日本からキューに送 られてきたのである。キュー

というのは、御存知の方も多いと思 うが、英国の

有名な植物園で、その園長を「 ヒマラヤン●ジヤ
ーナルズ」で有名な、 J.D。 フーカーが勤めた。

このジョセフの父親であるW.J.フ ーヵ―も初代

の園長として 1841年から1865年まで勤めた。

息子のジョセフは父の跡をついで、園長になり、
1885年まで勤めた。キュー植物園はロンドンに

あって王立であった。

1902年 に日本からキュー植物園へ送 られた花

について、どんな花だったか筆者にはわからないが、

この当時、すでにフーカーはキューを退職してい

たから、フーカーはあずかり知らぬことであった)
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連載

ネバールヒマラヤ

東北の田舎でヒマラヤの頂への夢を実現しよう

としていた私達に、ネパール政府の発表した トレ

ッキングで登山可能な 18座の解禁は非常なビッ

グニュースであった。標高は低いが私達には手ご

たえ充分な峰々で従来の遠征の様な複雑な手続等

を必要としないメリットの多い許可条件が魅力で

あった。早速調査検討し目標の山をクーンブ山群

のアイランドピーク(6,189m)に 決定し、在ネの

ランジャ氏やHAJ諸先輩の御指導宣しきを得て

'78年
7月 に許可証を取得する事ができた。言う

までもなくクーンブ山群は別名エペレスト山群と

呼ばれ、ヒマラヤを代表するジャイアントが集中

する山域で、エベンスト、ローツェ、チョーオユ

ー、マカール等の 8,000m峰が連なり、またシェ

ルパの故郷のナムチェバザールのある所でも有名

だ。目標としたアイランドピークは、そのローツ

トレッキング許可で登れる

口■■■■ロ

6189m

ワ
′

岳人長井ヒマラヤ登山隊
ェの南側に小さく氷壁で覆われた独立峰である。

'78年 12月 15日 成田発、 '79年 1月 4日 待望

の頂上に立ち約 1ケ 月の登山活動の後、無事帰国

出来た。

計画と山選び

私たちは '78年 4月 、数年にわた り計画し実行

に移 されていた別の ヒマラヤ遠征計画か ら退いた

過去がある。理由はやは り地方の組織には大きす

ぎる計画への取組む姿勢の問題であった。既に1

～ 2回の偵察でネパールを経験した者が中心にな

り、新たな計画を数年内に実現しようとしていた。

丁度折 りも折り18座の解禁が発表になったわけ

で絶好の山行きが実現出来ると喜んだ。いち早く

登山規則申請様式等をHAJよ り送付いただいた。

何んと言っても観光ビザで登れる為遠征費が安く、

-20-
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同行医師、 リェゾンの必要もない。また約 1ケ 月

間で登頂可能な事など、今までの許可条件とは各

段の差である。しかしながら許可証交付が一シー

ズンー隊式なのか、競合の場合どうするのか不明

なため不安と焦りが先にたった。山の選定に当っ

ては、諸先輩より寄せていただいた貴重な資料情

報を分析し、3つ程の条件を上げ、目標の山をし

ばった。第 1に社会人として最も大切な休暇の事

で技術的な面も考慮に入れ、1ケ 月間で登頂可能

な山である事、第 2に 8,000m峰がより多く望め

る事、第 3に遠征費が安価な事等である。 3つの

条件を満たす様な山はなかったが、山域としてや

はリクーンブ山群方面とし、第 1候補にアイラン

ドピーク(6,189m)、 次にパルチャモ(6,282m)、

クフンデ(6,091m)、 それにメラピーク(6,431

m)と 続いた。慎重に検討した結果アイランドの名

の通 り独立峰でまたキャラバ ンの途中も充分楽し

める同峰に決定したわけだ。隊員は 3名 と少ない

が、急であったことや前記の諸々の問題の為に強

いて呼びかけもしなかった結果である。飯沢 実

(28才 )、 那須宗一(26才 )共にタフで心強い同

。 ・
`γ
●P C′

ヽ
″

行者であり、発足間もない岳人長井の中堅でもある。

登 山 活 動

年末年始の混雑をさけ12月 15日 日本を後にし

たが、結構カトマンズはにぎわっており、特にル

クラ行きの飛行機には座席がとれず悩まされた。

しかしランジャ氏の努力もあって5日 遅れた 25
日にルクラに着陸し、 トレッキングのルー トいわ

ゆるエペレスト街道をパブディンマ、ナムチェバ

ザール、タンボチェ、パンボチェ、ディンボチェ

とたどリチュクンに BCを予定通り建設した。こ

こからCl(5,100)を 出し一気に頂上をね らうタ

クティクスを採用する事に日本で計画がなされて

いた。ルクラ(2,750)か らBC(4,730)に 着いて

サーダーに「サーブ./ア タマイタクナイカ′」と

聞かれる迄頭痛がなかった。「5日 間で 2,000mの

標高を上げたのだからなあ―」と3人共顔を見合

せた。チュクンからのローツェ南壁は空を覆うか

のように圧倒的な山容を誇っている。 BCか らC

lへはイムジャ氷河を登 リローツェシャール氷河

に入った所にルートを求める事にした。Cl(5,1∝h)

TSE

AmpAu Gloc
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世界山岳地図集成 』より転載 ,|
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はその登 り回の下に設置した。登頂予定日を 1月

4日 と定め、上部の偵察を行なうなど万全を期し

た。

頂  上  ヘ

'79年 1月 4日 氷点下 20℃ 、睡眠不足ながら

シュラフを出る。時、午前 3時 40分、いよいよ

アタックの日だ。/ はるか日本では御用始めの日

である。午前 5時突き刺す様な寒気の中隊員 2名

シェルパ 2名はヘ ッドランプを頼りにClを後に

する。昨日の偵察ルー トを登ると、薄明りの眼下

にイムジャ氷河が不気味に横たわる。沢沿いの直

登を続けるとようやく昨日確認したブルーアイス

(氷河 )の舌端がルンゼ上部にたちはだかる。軟

岩帯をフリーで通過後ようやく尾根に着くと朝日

に光るクラスト帯の始まりでアイゼンを装着する。

5,700mしかし20歩程の前進で呼吸を整えない

と思うように足が出ない。酸素の量が平地の半分

位だから仕方がないが、高所で育ったシェルパと

は格段の差が出る。両側に切れ落ちたヤセ尾根を

通過すると大雪田帯に入る。始めてアイランドピ

ークの頂上全容が見える。大雪田の上部奥にヒマ

ラヤヒダが走る主峰、大きくコルにそそり立つ雪

壁、それが紺碧の空に展開しようやく現実の形と

して「 登頂」が意識できるようになったЭ 大雪田帯

には、大きく口を開けたクレバス、恐ろしい雪に

隠れたヒドンクレバスが多い。それを縫うように

2人 を結んだザイルが左右に走る。落下の緊張感

が押しよせてくる。ようやく通過。午前 10時、

コルヘ突き上げる150°の雪壁が行く手にせり出す。

セラック氷片が光る中 40mザイルぎりぎり伸ば

し、4ビ ッチで登 りあげる。アイゼンの小気味良

くきく壁だ。 6,050mの コルは風もなくはるか眼

下にBCの チュクン、そこに流れ込む大氷河、眼

前に迫るローツェの大南壁と大パノラマが展開す

る。同時に忘れかけていた極度の俗怠感が重苦し

く撃ってくる。

コルから頂上に向け東面に雪庇が走る単調な尾

根に再び 20歩 程の遅々とした前進が続く……。

何回か繰 り返した後、更に踏み出そうとした時、

「サミット.′」とザンブサーダーが叫けぶ、丸い

雪に覆われた頂上直下に笑顔でザンブーが迎えて

くれた。もうザイルは伸びない。これで終った./

ただそれだけの大きな安堵感が徐々に満ちてくる。

しかし思っていた感激らしきものもない登頂

だ。そこまで余裕のなかったせいかもしれない。

ともかくネパール国旗、日の丸、会旗はついにそ

の頂きで振られた。 '79年 1月 4日 午前 11時 2

8分、アイランドピーク(6,189m)の 頂上であ

る。 20分の滞在の後下山を開始する。頂上に立

った頃より吹きつけた風が急に勢いを増して来た。

その風は雪片をも巻き上げ、確保を続けるザイル

を弓なりに空に吹き上げ、一瞬にして辺 りを変貌

させる。だが幸いにも風はコルを通過する頃より

弱まった。登る時費した事など嘘の様に一気に雪

壁を懸垂で通過し、雪田のクレバス帯も無事渡り

終えた頃、後を振 り向くのもつらい疲労感がどっ

と出て来た。高度差約 1,100mを 10時間で登り

下 った。午後 3時 ガスの濃くなった Clに帰幕し

た。

(文責 :植松秀之 )
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曰□園□囲 (9月 )

2(火)中国登山友好代表団歓迎会 (山森出席 )

4(木)日 山協主催、中国登山懇談会 (山森出席 )

登山学校先発隊出発 (尾形、北出 )

8(月 )MOSOコ ーリー氏来日歓迎会 (稲 田出席 )

11(木)ヒ マラヤ 107号発行

13(土登山学校本隊出発 (山 田他 16名 )

カノチェンジュアガ委員会 (於ルーム・ 15

日まで )

16(火)ヒ マラヤ会議 (福岡・ 高知会場 )案内状発

送

18(木)リ ック・ リッジウェイ、シュィナー ド両氏

歓迎会 (山森、菊地、藤倉出席 )

26(金東京定例集会 (於ルーム・講師 杉本会員)

27(土)日 山協主催・ 第一回海外遭難対策研修会

(山森、八木原出席 )

Travels

―
シカール・ トラベル

ー
″魅惑の

インド ヒマラヤ″

ゆゆ 寸  感 ゆ‐ゆゆゆゆゆゆゅゅゅゅゅゅゅ

★角田不二編集長は春のカンチェンジュンガ偵察

から帰国し再び登山学校の ビンチヒッターとして

インドヘ向った。 '78年には亡き登はん隊長の後

を引き受け隊長の補佐役を努めた。今頃はケダル

ナートの真自き肌の中で思う存分の活躍をしてい

ることだろう。そして彼は来春再びカンチ縦走に

向かい、ポストには所属山岳会でのガンガプルナ

峰の登はん隊長として仲間を率いるという。 若き

勇者に幸あれ′と祈るのみ。編集の代打として感

じたこと― HAJは人材不足だ。イー  (KUMA)

人

人

所

行

集

行

発

編

発

ヒマラヤ肱108(11月 号)

昭和55年 10月 10日 印刷 55年 11月 1日 発行

柴 田 金之助

角 田 不 二

日本 ヒマラヤ協会

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

郵便振替 東京 0-48954「日本 ヒマラヤ協会」

シ ッキ ム・ ブ ータ ン・ ガ ール ワ ール・ クマ オ ン

クル ●マ ナ リ・ ラ グ ッ ク・ ネ パ ール・・ ・ ・・
への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。
CAPT Sヽへ′ADESH KUMAR

(M ANAGING DiRECTOR)

TRAVELS PRIVATE LIMITED

1,701, Nirmal towers,

26 barakhamba road nerv delhi-110001

tel. 42555,42666 telex 031-4364 SHIK IN Cable SHIKHE

Branch office:Gangtok

Camp off ice:Joshimath & Uttarkashi
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主要山岳の全貌がつかめます

山岳関係者のための基本図書

北海道→中部山岳(北部)編
●B4判・全202P(収 録地図54図・解説図99P)

北海道/羅臼岳・斜里岳・阿寒他11図

東北/八甲田山。岩木山・八幡平他13図

北関。上信越/那須山群・守門他 13図

中部山岳 (北部)/黒部。自馬連山他5図

中部山岳(南部)→九州編
●B4判・全190P(収録地図40図・解説図78P)

南関・甲信 /両神 山・雲取 山他 9図

中部山岳 (南部)/鳳 鳳 山・旅 ヶ岳他7図

北陸/3図 紀伊 /3図 中国/2図
四国/2図 九州/8図

地 形 図 地形図4面必要とする山岳を1面で説明。

●国」地 理『完1:50,000ナ也升:′
:図 200面

に含 まれ る1,500m以上 の 山岳 を、

1:50,000で
｀
収 載。

●登 山 コー ス、山小屋 、キ ャ ンプ地 等

を詳糸田に言己載。

解 説・図説
●概念図、行程図、主要ルー ト明細図、

宿泊、交通、人文、動 。植物、参考文

献等 を解説 。図説。

●登山、自然研究、開発関係等の資料

に好適。

回吉沢―郎他編 /縮尺 1:50,000全 2集セット現金価格(定価)28,000円 釧 露)

豪日本山岳地図集成量

槍ヶ岳 信濃池田

松本上高地

E□田学習研究社
● 内容 見本 ご希 望 の 方 は下 記宛 こ誘求 くだ さい .

帥学研美術 販売
0145東 京都 大 田区上 池 台4405奮 東 京 (03)720-llllの
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ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

づ幹
●新宿登山本店 /〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)6601(代

)

●新宿西日店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7803(346)0301
0水道橋ハードギアンョンプ/〒 101東京都千代田区三崎町 2-8-14803(264)5575
0水道橋ソフトウエアショップ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901

0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

0高崎店/〒 370群馬県高崎市新町10580273(27)2397

0 1CI通販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内803(2oO)7219

*"-"**-a

山用昌本店

テニス用品

′crス

本屋

′C7サッカー・野球用品

大久保通リ

E=コ
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ヒマラヤとアルプスヘの登山は、名古屋の科井 (HAJ会員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7-35ホ テルニューナコヤ 747号 室 〒4508(052)583 0747

世界の43都市 をネッ トする
京

浜

阪

戸

岡

東

横

大

神

福

●千代田区有楽町日比谷パークヒル  〒loo8 1031 214-7631

0中区常磐1 2関 内日本ビル    〒2318104516512874
0東区備後町松豊ヒル        〒5418106,264-1781

0葺合区布引2-1-3新 布引ビル   〒65181078)2221919

0博多区博多駅前1 321八 重州ヒル 〒812a(092)4717172
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